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　今までに届いた感謝の手紙の数々

　　　白女高生徒会の善意は海をこえて…

　白石女子高校の生徒会へ、南米パラグアイのピラポ市にある日系

人学校「聖霊（エスピリッツサント）中高等学校から何通もの手紙

か届きます。差出人はシスターの上杉もとさrん、白石高等女学校（現

在の白石女子高校）の卒業生です。

　生徒会が初めて着古しの体操着を送ったのは昨年の7月、以来、

たびたび送り続けその数は匹0着にも及び、荷物がつくと感謝の手

紙が返ってきます。生徒たちは「言葉も文化も違う人達の体操着を

着た嬉しそうな姿を見ると苦労もどこかへ行ってしまう。地球の裏

側の遠い国だったパラグアイが身近な国になった。」と、口々に語り

瞳を輝かせていました。小さな活動でも自分たちで直接手がけてい

るという誇りと、この活動が地域をこえて世界とつなかっていると

いう意識が生徒の中に生まれ、社会に巣立って行ったとき、必ずこ

の経験が生きてくるに違いありません。　「続けられる限り続けて行

吉たい」と、生徒会顧問の山内尚先生は話してくれました。
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産業廃棄物最終処分場計画地

市
内
十
三
団
体
が
結
束

93％の市民が

建設No！

　
す
で
に
市
内
各
界
各
層
か
ら
反
対
の
の
ろ
し
が
上
が
っ

て
い
る
小
原
上
戸
沢
地
区
に
計
画
中
の
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
計
画
撤
回
を
求
め
て
、
七
月
九
日
、
白
石
市
中

央
公
民
館
で
「
上
戸
沢
地
区
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

設
反
対
期
成
同
盟
会
」
の
設
立
総
会
が
五
百
人
の
市
民
が

集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
盟
会
長
に
選
ば
れ
た
斎
藤
貞
三
白
石
市
自
治
会
連
合

会
長
は
、
　
「
住
民
の
健
康
と
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
守
る

た
め
、
住
民
が
一
致
団
結
し
て
計
画
が
撤
回
さ
れ
る
ま
で

粘
り
強
く
反
対
運
動
を
行
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
続
い
て
川
井
市
長
が
「
こ
ん
な
力
強
い
味
方
は
い
な
い
。

処
分
場
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
百
八
十
万
県
民

の
水
が
め
の
上
流
に
処
分
場
を
作
る
こ
と
は
絶
対
に
認
め

500人か集まった上戸沢地区産業廃棄物最終処分場建設反対期成同盟会設立総会
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ら
れ
な
い
，
い
ま
市
内
の
有
権
者
の
九
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
の
市
民
が
反
対
の
意
思
を
表
明
し
、
ま
た

白
石
市
を
除
い
て
、
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
事
業
の

水
を
受
け
る
六
市
十
町
の
う
ち
五
市
八
町
が
議
会

で
反
対
の
意
見
書
を
採
択
し
て
い
る
。
こ
の
住
民

の
意
思
が
天
の
声
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
皆
さ

29，7田名の市民が建設反対の署名を

行っている現状を計画業者は真剣に

考えるべきです。

（写真は自治会連合会の反対陳情書）
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“

ん
と
一
緒
に
断
固
と
し
て
反
対
し
て
い
く
こ
と
を

誓
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
菅
野
宮
城
県
議
会
議
員
が
「
県
議
会
と
し

て
も
市
か
ら
出
て
い
た
建
設
反
対
の
請
願
書
を
全

会
一
致
で
採
択
し
た
。
計
画
業
者
は
7
0
パ
ー
セ
ン

ト
は
県
外
の
も
の
を
廃
棄
す
る
と
い
う
。

　
自
前
の
廃
棄
物
は
自
前
で
処
分
す
る
の
が
原
則

で
あ
り
、
業
者
の
利
益
の
た
め
に
住
民
が
犠
牲
に

な
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
い
口
調
で
県
議
会
と

し
て
も
反
対
す
る
立
場
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
宮
城
県
知
事
、
白
石
市
長
あ
て
の

建
設
反
対
要
請
書
及
び
計
画
業
者
で
あ
る
㈱
南
蔵

王
エ
バ
ク
リ
ー
ン
あ
て
の
計
画
撒
回
要
請
書
を
満

場
一
致
で
採
択
し
、
市
長
あ
て
の
要
請
書
は
会
場

で
直
接
手
渡
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
今
後
要
請
活
動

を
行
っ
て
い
く
旨
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
大
会
決
議
と
し
て
「
①
白
石
市
民
の
健
康
保
持

の
た
め
建
設
に
反
対
す
る
②
水
源
地
域
を
有
す
る

住
民
の
責
任
と
し
て
、
七
市
十
町
百
八
十
万
県
民

の
「
命
の
水
」
を
守
る
た
め
に
建
設
に
反
対
す
る
③

白
石
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
美
し
い
景
観
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
建
設
に
反
対
す
る
」

こ
と
を
満
場
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
業
者
が
白
紙
撤
回
す
る
ま
で
粘
り
強
く

反
対
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
、
こ
ぶ
し
を
振
り

上
げ
て
団
結
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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今
年
の
二
月
初
め
に
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
て
以
来
、
六
月
二
十
八
日

に
白
石
市
自
治
会
連
合
会
が
提
出
し
た
一
万
七
千

七
百
八
入
の
反
対
署
名
を
最
高
に
、
現
在
ま
で
二

万
九
千
七
百
一
人
が
反
対
署
名
を
し
ま
し
た
。
こ

の
数
は
市
内
の
全
有
権
者
の
約
九
十
三
パ
ー
セ
ン

ト
に
達
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
が

ノ
ー
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
一
番
の
反
対
理
由
は
、
上
戸
沢
地
区
が
白
石
市

は
も
と
よ
り
、
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
の
水
源
域
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
ず
ら

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

　
い
ま
私
た
ち
は
、
一
日
平
均
約
一
万
二
千
ト
ン

の
飲
料
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
水
需
要
に
応

え
る
た
め
に
、
白
石
川
の
岩
ノ
上
水
源
か
ら
七
干

ト
ン
、
ニ
ツ
森
水
源
か
ら
五
千
ト
ン
、
三
住
水
源

か
ら
二
千
ト
ン
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
か
ら
の
水
が
七
千

ト
ン
で
、
合
計
二
万
一
千
ト
ン
の
水
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
白
石
川
の
岩
ノ
上
水
源
は
、
川
の

中
央
か
ら
ポ
ン
プ
で
く
み
取
っ
て
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
水
は
、
塩
素
滅
菌
を
し
た
だ
け
で
飲

料
水
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
ど
、
き
れ
い
な
水
な

の
で
す
。

建設反対期成同盟会
　　　参加団体

1．白石市自治会連合会

2．白石商工会議所

3．白石市農業協同組合

4．白石市地域婦入団体

　　　　　　　連絡協議会

5．連合宮城仙南地域協議会

　　　　　　白石地区会議

6．白石青年会議所

7．白石市老人クラブ連合会

8．白石市各種婦人団体

　　　　　　　連絡協議会

9．白石市商店街連合会

10，白石市観光協会

11．白石川漁業協同組合

12．小原の活性化を考える会

13．蔵王の水とブナを守る会

反
対

團
圓
囮
の
経
過
概
要

運
動

2
月
8
日
　
上
戸
沢
地
区
を
除
く
小
原
地
区

旧
自
治
会
長
に
よ
り
、
㈱
南
蔵
王
エ
バ
ク
リ

ー
ン
阿
部
幸
雄
社
長
あ
て
計
画
撤
回
要
請
書

を
提
出
。
9
日
、
白
石
市
長
あ
て
計
画
不
同

意
要
請
書
を
提
出

2
月
2
3
日
　
白
石
商
工
会
議
所
会
頭
よ
り
白

石
市
長
あ
て
、
2
4
日
に
宮
城
県
知
事
あ
て
、

計
画
不
同
意
要
請
書
を
提
出

2
月
2
5
日
　
小
原
自
治
会
長
会
が
、
上
戸
沢

自
治
会
あ
て
、
計
画
撤
回
の
協
力
要
請
書
を

提
出

3
月
8
日
　
小
原
地
区
住
民
代
表
高
橋
侃
氏

が
住
民
一
、
一
三
六
名
の
署
名
を
添
え
て
、

白
石
市
長
及
び
市
議
会
議
長
あ
て
建
設
反
対

陳
情
書
を
提
出

3
月
9
日
　
新
日
本
婦
人
の
会
白
石
支
部
代

表
斎
藤
て
い
氏
よ
り
、
自
石
市
長
あ
て
建
設

を
絶
対
許
可
し
な
い
よ
う
要
請
書
を
提
出

3
月
2
9
日
　
白
石
市
農
業
協
同
組
合
（
斎
藤

孝
栄
組
合
長
理
事
等
2
1
名
連
名
）
よ
り
、
白

石
市
長
、
宮
城
県
知
事
あ
て
、
建
設
反
対
要

望
書
を
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
頁
に
続
く
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流
に
あ
る
岩
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上
水
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中
央
の
丸
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
か
ら

白
石
川
の
水
を
取
水
し
て
い
る
。
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万
が
『
産
業
廃
棄
物
で
汚
染
さ
れ
た
水
が
流
れ

れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
岩
ノ

上
水
源
を
使
お
う
と
思
っ
た
ら
、
今
の
施
設
で
は

無
理
で
す
。
莫
大
な
お
金
を
か
け
て
浄
水
場
を
作

ら
な
け
れ
ば
飲
め
る
水
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
事
業
で
は
、
七
ケ

宿
ダ
ム
か
ら
の
取
水
と
あ
わ
せ
て
、
白
石
大
橋
下

流
に
堰
を
つ
く
っ
て
水
を
取
り
込
み
、
仙
台
市
を

は
じ
め
と
す
る
七
市
十
町
百
八
十
万
人
の
飲
料
水

と
し
て
利
用
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
白
石
市
民
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
実
は

百
八
十
万
県
民
の
水
が
、
常
に
汚
染
さ
れ
る
不
安

と
恐
れ
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

宮
城
県
議
会
も

　
　
　
　
建
設
反
対
を
採
択

　
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
建
設
許
可
は
宮
城
県
知

事
の
権
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
議
決
機
関
で

あ
る
宮
城
県
議
会
で
も
、
川
井
市
長
と
大
槻
市
議

会
議
長
が
三
月
に
宮
城
県
議
会
に
対
し
て
提
出
し

て
い
た
建
設
反
対
の
請
願
書
を
七
月
一
日
、
全
会

　
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
こ
の
採
択
の
意
味
は
大
き
く
、
宮
城
県
民
の
代

表
で
あ
る
県
議
会
が
N
O
の
意
思
表
示
を
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
の
反
対
運
動
に
応
え
て
、
白
石

市
を
除
い
て
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
事
業
の
水
を
受

け
る
六
市
十
町
の
う
ち
、
名
取
市
・
多
賀
城
市
・
塩

釜
市
・
角
田
市
・
岩
沼
市
・
松
島
町
・
七
ケ
浜
町

・
蔵
王
町
・
大
河
原
町
・
村
田
町
・
柴
田
町
二
旦

理
町
・
山
元
町
の
五
市
八
町
が
、
各
議
会
で
宮
城

県
に
対
す
る
反
対
の
意
見
書
を
採
択
し
て
い
ま
す

し
、
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
で
も
同

様
の
意
見
書
を
採
択
し
、
宮
城
県
に
強
く
働
き
か

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
周
辺
の
市
町
か
ら
も

反
対
の
動
き
が
拡
大
し
て
お
り
、
こ
の
計
画
の
影

響
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

粘
り
強
い
反
対
運
動
を

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
ご
み
は
必

ず
出
ま
す
。
出
た
ご
み
は
私
た
ち
が
責
任
を
も
っ

て
処
理
し
な
け
れ
ば
ご
み
の
山
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
う
処
理
し
て
い
く
の
か
は
行
政
だ
け
で
な
く
、

民
間
業
者
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
面
か
多
い
こ
と

も
確
か
で
す
。
た
だ
し
そ
れ
に
は
条
件
が
つ
く
で

し
ょ
う
。
ま
ず
地
域
住
民
の
生
命
・
健
康
に
支
障

が
な
い
か
ど
う
か
、
そ
し
て
処
理
や
管
理
が
長
期

間
に
わ
た
っ
て
責
任
を
も
っ
て
で
き
る
の
か
ど
う

か
で
す
。

　
そ
の
原
点
に
帰
っ
て
み
る
と
き
、
白
石
市
民
の

水
道
水
源
で
あ
り
、
広
く
七
市
十
町
の
百
八
十
万

県
民
の
水
源
と
な
る
白
石
川
の
上
流
に
あ
る
上
戸

沢
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画
は
、
絶
対
に

認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
埋
め
立
て

が
終
わ
っ
て
収
入
の
道
が
途
絶
え
た
処
分
場
に
、

十
分
な
経
費
を
か
け
て
半
永
久
的
に
管
理
で
き
る

の
か
、
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
市
と
し
て
は
、
こ
の
輪
が
も
っ
と
大
き
く
広
か

り
、
計
画
業
者
か
計
画
撒
回
す
る
ま
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
断
固
反
対
し
て
い
く
姿

勢
で
お
り
ま
す
、

　
　
　
「

ワ纏建設は辱1寸よ！

　　　　　饗　　礎．　「

　　　費肇。

　　　　　　闇

「y・

5
月
1
0
日
白
石
市
消
費
者
の
会
よ
り
、
市

民
一
、
二
七
三
名
の
署
各
を
添
え
て
、
白
石

市
長
あ
て
建
設
反
対
陳
情
書
を
提
出

5
月
珀
日
　
白
石
市
各
種
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
、
白
石
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

よ
り
、
市
民
九
、
五
四
ハ
名
の
署
名
を
添
え

て
、
白
石
市
長
あ
て
建
設
反
対
陳
情
書
を
提

出5
月
2
0
日
　
仙
南
仙
塩
上
戸
沢
産
廃
問
題
連

絡
会
（
事
務
局
一
仙
台
石
け
ん
を
広
め
る
会
、

等
2
5
団
体
）
よ
り
、
白
石
市
長
あ
て
建
設
反

対
要
請
書
を
提
出

5
月
2
1
日
　
白
石
市
各
種
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
、
白
石
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

よ
り
、
市
民
一
〇
、
八
一
一
一
名
の
署
名
を
添

え
て
、
宮
城
県
知
事
あ
て
建
設
反
対
陳
情
書

を
提
出

6
月
2
8
日
白
石
市
自
治
会
連
合
会
よ
り
、

市
民
一
七
、
七
〇
八
名
の
署
名
を
添
え
て
、

白
石
市
長
、
宮
城
県
知
事
あ
て
建
設
反
対
陳

情
書
を
提
出

7
月
1
日
　
宮
城
県
議
会
に
お
い
て
川
井
市

長
と
大
槻
市
議
会
議
長
が
提
出
し
て
い
た
建

設
反
対
の
請
願
書
を
全
会
一
致
で
採
択

7
月
9
日
　
白
石
市
中
央
公
民
館
で
「
上
戸

沢
地
区
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
反
対

期
成
同
盟
会
」
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
る

第1回白石市生涯学習フエスティバル

　　参加事業　　　　　　　∠

　　ふるさと白石の詩を募集します
　昨年、白石市で第4回全国生涯学　　　このイベントのメィン事業として、

習フェスティバルが開催されたこと　　　「亀さんと川井市長による音楽フォ

をきっかけに、今年は10月31日から　　　一ラム」を開催します。フォーラム

11月5日までを「生涯学習週間」と　　　では皆さんの心に残る白石の風景な

定めて、第1回白石市生涯学習フェ　　どを織1）込んだ詩を募集しています。

スティバルを開催します。　　　　　　　ふるってお申し込みください。

　　プロフィール

Oテーマ

　　白石市が進めているホワイトプランのホワイト（WH　I　TE）にちなみ、

　5つの部門に5つのテーマを設けました。

W部門：子供さん方には　　Water（水）に関するテーマで

　子供はだれでも川と水が大好ぎ／

　イメージ例：白石∫II・斎III・沢端川・館堀川などのふるさとのIII

H部門：お父さん方には一H　ighland（高原）に関するテーマで

　白石を抱くようにそびえる山々は、お父さんのように逞しい／

　イメージ例1南蔵王・青麻山・鉢森山・大萩山などのふるさとの山

1部門：お母さん方には　　ldea（アイデア）に関するテーマで

　いつの時代もお母さんは生活文化の伝承者／

　イメージ例：白石和紙・う一めん・こけしや、お手玉・おはじきなどの昔遊び、子守歌など

丁部門：おじいさん　　　一Time（時の流れ）に関するテーマで

　　　　　おばあさん方には

　お年寄りの人生は白石の歴史そのもの／

　イメージ例：白石城・武家屋敷・春祭り・夏祭1）やふるさとの年中行事

　　亀山法男（作曲家）

　国立音楽大学教育音楽科1類卒業。

子どもの詩にとり組んで、歌曲・合唱

曲など多くの作品を書き続け、次々に

新作発表会をもつ。愛妻勝子氏とのコ

ンビで始めたコンサート「亀さんのお

くりもの」は各方面から注目を浴びて

いる。代表作には、教科書5年生用合

唱曲「ぼくらのクラス」ほか多数。

E部問：青年の方には　　Ener8y（エネルギー）に関するテーマで

　エネルギッシュな青年に期待／（自称青年も大歓迎）

　イメージ例：ふるさと白石市民の更なる意欲・創造性・夢を高めるもの

　以上の中からあなたの該当する部門にぜひチャレンジしてみてください。

　各部門から1点ずつの優秀作品、計5名の方の作品が、音楽フォーラム当日

亀さんの作曲により、夫人のソプラノ歌手亀山勝子さんが会場で歌います。

　優秀者にはもちろんのこと、他の応募者にも賞品が贈呈されます。

○申し込み方法

　400字詰め原稿用紙に、詩とあなた

の名前・住所・学校・学年または、

職業・勤務先を明記してください。

（一人一作品とします）

O申し込み締切　8月31日（火）まで

　消印有効

o申し込み・問い合わせ先

　〒989－02白石市大手町1番1号

　白石市教育委員会生涯学習課盈25

　－2111（内線〉409・410へ。

O入選発表　10月31日（日）午後2時

　からの「音楽フォーラム」会場で

　発表します。

o主催　白石市生涯学習フェステ

　ィバル実行委員会



　
市
長
会
を
通
じ
て
特
に
印
象
の
深

の
話
し
を
し
て
み
た
い
。

　
昭
和
六
十
二
年
、
白
石
市
民
春

ま
つ
り
で
片
倉
小
十
郎
役
に
西
郷

輝
彦
氏
を
招
き
、
私
は
伊
達
政
宗

に
扮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
に

せ
一
度
も
乗
馬
の
経
験
が
な
い
た

め
、
野
馬
追
い
の
本
場
で
あ
る
相

馬
の
今
野
繁
市
長
に
電
話
を
し
た
。

氏
は
「
俺
の
馬
を
貸
し
て
や
る
」

と
好
意
を
示
さ
れ
た
が
、
お
断
り

し
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
も

ら
っ
た
。
面
白
が
っ
て
各
社
が
取

材
に
来
た
か
、
そ
の
一
つ
に
「
戦

国
時
代
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
仙

台
藩
か
ら
相
馬
に
馬
術
を
習
い
に

き
た
。
見
た
と
こ
ろ
相
馬
市
長
よ

り
も
白
石
市
長
の
方
が
は
る
か
に

堂
々
と
し
て
乗
馬
姿
が
見
事
で
あ

る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
ま
つ
り
の
当
日
、
あ
ま
り
の
人
出

馬
が
さ
お
立
ち
に
な
り
、
私
は
見
事

に
興
奮
し
た

に
落
馬
し
て

食
用
に
な
る
。
特
に
シ
ェ
イ
バ

た
の
が
味
が
良
い
。
売
っ
て
い

評遡

■市長交友録■

か
っ
た
市
長

　し
こま
れつ
がた
耳。
に

入

つ

た

ら

し
く

、
全
国
市
長
会
の

折
、
私
が
挨
拶
に

行
く
と
、
氏
か
ら

大
声
で
「
や
あ
や

あ
、
こ
れ
が
今
度

馬
か
ら
た
た
き
落

っ
た
市
長
さ
。
俺

の
言
う
通
り
馬
に

乗
れ
ば
さ
」
と
宣

伝
さ
れ
、
全
国
に

名
を
と
ど
ろ
か
せ

て
し
ま
っ
た
。

　
前
秋
田
県
大
館

市
長
、
畠
山
健
治

郎
氏
に
比
内
鶏
の

自
慢
を
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
　
「
天

然
記
念
物
で
あ
る

が
、
一
代
雑
種
は

1
種
と
交
配
さ
せ

る
の
は
三
越
だ
け

だ
」
。
そ
れ
が
頭
に
こ
び
り
つ
い
て
、
仙
台
に
行
っ

た
つ
い
で
に
三
越
に
寄
り
比
内
鶏
を
買
っ
て
き
た
。

確
か
に
旨
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
誰
か
が
見
て
い
た

ら
し
い
。
そ
れ
も
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
「
比
内
鶏
は

こ
ん
な
に
高
い
の
か
、
も
う
少
し
ま
け
ろ
」
と
白

石
の
市
長
が
一
生
懸
命
値
切
っ
て
い
た
と
い
う
話

に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
大
館
か
ら
比
内
鶏
の
一
セ
ッ
ト
が
届

き
、
「
今
後
三
越
で
値
切
る
よ
う
な
み
っ
と
も
な
い

真
似
は
し
な
さ
ん
な
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
畠
山

氏
は
先
般
の
衆
院
選
に
秋
田
一
区
か
ら
出
馬
し
、
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搬
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癒
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雛
雅
氏
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
私
が
初
め
て

　
　
し
　
　
一
『
　
　
震
　
　
　
　
　
の

　
　
　
ず
　
げ
　
　
　
　
　
　
郎
　
県
市
長
会
に

　
　
　
　
　
　
甑
瞥
　
　
　
　
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌃
　
小
　
出
席
し
た
時

　
　
唾
　
　
…
鴇
　
ン
　
鼻
倉

　
、
離
，
、
馳
駆
謹
葬
　
　
、
漸
片
　
に
ど
や
さ
れ

た
。
　
「
川
井
さ
ん
、
あ
ん
た
が
出
て
く
る
の
を
］

日
千
秋
の
思
い
で
待
っ
て
い
た
。
今
ま
で
の
六
年

間
、
俺
は
最
年
少
の
二
等
兵
だ
と
い
う
こ
と
で
、

あ
ご
で
使
わ
れ
た
。
今
度
は
あ
ん
た
の
番
だ
ぞ
」

　
間
が
悪
い
こ
と
に
、
後
で
当
選
さ
れ
た
市
長
方

は
い
ず
れ
も
私
よ
り
年
上
で
、
結
局
小
野
岩
沼
市

長
が
当
選
さ
れ
る
ま
で
の
六
年
間
、
私
は
二
等
兵

で
、
あ
ご
で
使
わ
れ
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
。

　
菅
原
さ
ん
は
長
ら
く
宮
城
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
の
理
事
長
を
務
め
、
更
に
全
国
市
長
会

の
国
保
部
会
長
で
も
あ
っ
た
。
送
別
会
の
席
上
の

菅
原
さ
ん
の
挨
拶
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
っ
た
。

　
「
私
が
国
保
連
合
会
の
副
理
事
長
に
選
任
を
い

た
だ
い
た
当
時
、
理
事
長
は
白
石
市
長
の
麻
生
寛

道
さ
ん
で
し
た
。
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、

麻
生
さ
ん
の
国
保
に
か
け
る
情
熱
で
あ
り
ま
す
。

『
福
祉
は
す
べ
て
の
国
民
が
健
康
で
長
生
き
で
き

る
た
め
の
施
策
で
あ
る
。
国
民
健
康
保
険
の
確
立

ほ
ど
重
要
な
も
の
は
な
い
』
が
口
癖
で
し
た
。
そ

の
後
十
七
年
間
、
私
は
麻
生
さ
ん
の
遺
志
を
継
ぐ

べ
く
努
力
し
て
ま
い
っ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
一

　
誠
に
印
象
的
な
話
で
あ
っ
た
。

・みなさんからの素敵な

情報を待ってますゴ

老いも若きもスポーツで汗

7月5日、第33回白石市総合体育

大会の開会式が勤労者体育センター

で開かれ、各種目で熱戦が繰1）広げ

られました。

白石川緑地公園内にあるゲートボ

ール場では、市内23チームが参加。

各ゲート周辺のかけひきが勝負の分

かれ目とあって、慎重にねらってボ

ールを打っていました。

結果は大鷹沢Aチームが優勝し、

準優勝にも大鷹沢Bチームが入り、

大鷹沢旋風に沸きました。

釜　心　　 ，

　　．タレうず　蟄、

　ノ戸

オーストラリアの風を感じて

　
　
、

踊
曹
　
　
　
霧

7月4日、ス、パッシュランドしろ

いしで、オーストラリアフェアの開

会式が行われました。グレニス・シャ

ントナー領事を迎え、テープカット

も華々しく開幕を祝いました。8月

24日までの期間中、オーストラリア

の物産販売とビデオ上映、また、レ

ストランでは、オーストラリア牛焼

肉やワイン等のメニューも用意され

ています。この日来館した方は、　こ

のような催し物は初めて、これから

も時々あるといいですね。」と、感想

を聞かせてくれました。

まちかど・ズーム，A，／

気分あらたに！

，翻離韓『

　繋畔蘇
　　　客　　　♪・　　㌔茎臨，、蕪麟漁艸

　　　　ドぜ　ブ　リア　　やそも　
　　　　　醗、残ト‘

昨年完成した小原小学校に次いで、

老朽化した校舎の改築が急がれてい

た小原中学校の改築工事がすべて終

わり、7月14日落成式が行われまし

た。体育館、校庭、プールが小中兼

用という小規模学校のモデルケース

として各方面から注目されており、

生徒たちは設備の整った新しい環境

で、のびのびと勉強にスポーツに励

んでいます。

　　4“、o
　　㌧ノ

琳、1
・
、

《『畝／

　、蓬』銘
團塾芦
　　　評『1一，
　『喚搾　く㌧
馨謁　 』k

　興蟹『

また、小原中学校では、20年以上

も前から全校生徒による菊づくりが

さかんです。月一回の創意の時間を

利用して苗を育て、夏休み中は欠か

さず交代で水をかけるそうです。丹

精こめて育てられた菊は、10月の後

半に見頃とな1）、文化祭で出来ばえ

を競い合うということです。菊づく

1）を通して、優しさと慈しみの心も

育ててください。

城下町の風情を昧わう

白石市古典芸能伝承の館「碧水園」

で6月20日、第16回城の会が開かれ、

大勢の市民が古典芸能や野だてを楽

しみました。

庭園では煎茶道の野だてを設け、

親子連れなどが能舞台から聞こえる

謡曲や平家琵琶の響きを味わいなが

ら、静かに茶の世界に浸りました。

白石城三階櫓が来年11月に完成す

るとあって、来年は「城の会」の名

前にふさわしく白石城をズノクに盛

大に開催したいと実行委貝会では張

り切っています。

　
　
、
謙

晶瀞

親子で手にした4連覇

6月27日に開かれた第38回宮城県

高等学校定時制通信制総合体育大会

の剣道女子個人の部で、白石高校定

時制4年の高村さち子さんが4連覇

の快挙を果たしました。

高村さんは小学校4年から西益岡

町の道場で剣道を習い始め、今は2

段の腕前。指導をあおいでいた先生

が亡くなってからは3段の父親・正

志さんが直接稽古をつけています，

県大会決勝では昨年と同じ向陽高

校の清野選手と対戦。2回目の延長

戦で小手を決め勝利をつかみました。

やっぱりお祭りはたのしい

夏休み前に日常の保育では味わえ

ない活動を親子で楽しもうと7月16

日、第一幼稚園で夜のつどいが開か

れました。

自分たちで作ったカードなどの品

物を並べ、互いに交換し合う買い物

ゲームでは、お気に入1）の物をさが

す園児の声で大にぎわい。

夕食は園児が丹精込めて育てたジャ

ガイモをたっぷ1）使ったカレーライ

スで、うまいとばかりお替わりをね

だる園児もいました。

1》k－懸．，、＿一滋

母の力で世界平和を／

昭和を生きた母たちの手で世界平

和への行動を起こそうと7月10日、

白石市民会館で「世界の平和を願う

宮婦連のつどい」が開かれました。

開会に続き川井市長が「産業廃棄

物処分場の反対運動の口火をきった

のは女性」と激励。

続いてカナダ人のブルース・ウィッ

トレーノドさんか「国際人の道」と題

して講演し、「6年前に来日し街頭

で手品を見せて大学の学費をかせい

だ。とても恥ずかしかったガ、勇気

をもって始めないと経験はやってこ

ない」と、得意の手品を交えなから

日本での経験を披露しました。



騨
，

が

働
く
婦
人
の
家

　
　
手
編
み
サ
ー
ク
ル

「
か
た
く
り
」

⑳

　
　
　
　
“
夢
，

璽
麟
ず
働
、
コ
鷲

■
段
㌧

ン
デ
．

コ
ー
麓
、

引』

細
い
糸
の
あ
や
な
す
技
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魅
せ
ら
れ

、

（
9
・

　
監
一

－
一

葛
＝

に
り

■
一

　
つ

く
、
“
．

ノ’ウ

“

マィサ
’

　
「
お
っ
、
み
ん
な
来
て
る
ナ
」
三
階

の
廊
下
に
笑
い
声
が
も
れ
て
い
ま
す
。

ド
ア
を
開
け
る
と
、
セ
ー
タ
ー
、
ベ
ス

ト
、
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
が
広
げ
ら
れ
、
大

庭
先
生
は
ゲ
ー
ジ
の
ご
指
導
中
で
し
た
。

　
私
た
ち
の
手
編
み
サ
ー
ク
ル
「
か
た

く
り
」
は
七
人
。
働
く
婦
人
の
家
の
講

座
を
経
て
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
合
併
し
ま
し
た
。

一
緒
に
な
っ
て
日
が
浅
い
け
れ
ど
も
、

編
む
の
が
楽
し
く
て
楽
し
く
て
、
と
い

う
入
た
ち
な
の
で
す
ぐ
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。

　
自
分
で
編
ん
だ
も
の
を
着
た
い
、
ボ

ケ
防
止
、
模
様
編
み
を
覚
え
た
い
な
ど
、

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
動
機
も
編
み
物
歴

も
さ
ま
ざ
ま
。

　
大
庭
先
生
は
こ
の
私
た
ち
を
相
手
に
、

腕
に
応
じ
て
希
望
を
入
れ
、
体
型
に
あ
っ

た
着
ら
れ
る
作
品
を
、
と
ご
指
導
さ
れ

る
の
で
す
。
ほ
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
、

直
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
。
ス
ラ
ン
ブ
も

う
ま
く
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
人

な
り
の
体
型
に
合
い
、
き
っ
ち
り
仕
上

が
っ
た
喜
び
が
次
の
作
品
へ
の
意
欲
を

か
き
立
て
ま
す
。

』
電

鈴
木

て

写真と文

東北植物研究会

上野雄規

卜
－

　
．
．
．
．
．
2
き
」

り
、
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
の
よ
う
に
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

横
を
向
い
て
半
開
し
、
色
も
地
醗

味
な
薄
緑
な
の
で
、
大
型
の
昆
ψ

虫
が
訪
問
す
る
こ
と
は
少
な
潔

蜜
を
与
え
ら
れ
て
花
粉
を
運
搬

す
る
の
は
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
類

和
子

睡』一．

　
ま
た
一
本
の
細
い
糸
の
あ
や
な
す
技

は
、
い
わ
ば
「
二
目
一
度
と
か
け
目
」

の
組
み
合
わ
せ
で
、
新
し
い
模
様
が
で

き
あ
が
っ
て
い
く
時
の
ゾ
タ
ゾ
ク
す
る

よ
う
な
う
れ
し
さ
は
、
ま
さ
に
編
み
物

の
醍
醐
味
で
す
。

　
編
み
物
仲
問
と
の
語
ら
い
も
楽
し
く
、

い
ろ
い
ろ
な
人
生
の
勉
強
に
も
な
り
ま

す
。
サ
ー
タ
ル
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
、
明
日
へ
の
活
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
あ
な
た
も
創
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　卿一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　～嚇鮎

一一
駅

蜂
へ
の
食
料
提
供
者

オ
オ
ウ
バ
ユ
リ

璽
．
弩
渥
科
一

　
庭
先
の
オ
ニ
ユ
リ
に
ア
ゲ
ハ
チ
ョ

ウ
の
仲
間
が
吸
蜜
に
訪
れ
て
花
の
揺

ら
ぐ
光
景
は
、
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
。

　
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
は
、
多
く
の
百
合

が
草
原
や
林
縁
の
開
け
た
所
を
好
む

の
と
対
象
的
に
、
沢
沿
い
や
ス
ギ
入

工
林
な
ど
薄
暗
い
所
に
生
育
す
る
。

　
花
は
六
ー
八
年
も
か
か
っ
て
一
回

だ
け
開
き
、
実
を
つ
け
る
と
枯
死
し

て
し
ま
う
。
六
枚
の
花
び
ら
か
ら
な
。

▼

羅濃』潴蘭
　上戸沢のズオウバユリ

で
あ
る
。

　
歳
を
重
ね
た
老
木
に
「
姥
」
を
付

け
て
呼
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
日
本

の
野
生
植
物
の
標
準
和
名
に
こ
れ
を

使
う
例
は
非
常
に
少
な
い
。
こ
の
百

合
は
、
茎
の
下
部
に
数
枚
の
葉
を
つ

け
る
が
、
七
～
八
月
の
花
期
に
は
枯

れ
て
し
ま
う
。
そ
の
特
徴
を
、
昔
、

年
老
い
た
女
性
に
歯
が
な
く
な
る
様

に
例
え
た
の
だ
そ
う
だ
。
歯
の
治
療

技
術
が
進
ん
だ
現
在
で
は
生
ま
れ
そ

う
も
な
い
名
前
な
の
だ
。

　
さ
て
、
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
は
、
草
丈

か
一
m
以
上
、
花
の
長
さ
が
一
〇
～

一
五
㎝
、
花
数
が
一
〇
～
二
〇
と
い

う
点
で
母
種
ウ
バ
ユ
リ
か
ら
区
別
で

き
る
，
過
去
、
白
石
地
方
で
知
ら
れ

た
姥
百
合
は
み
な
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
で

あ
っ
た
　
し
か
し
、
ウ
バ
ユ
リ
も
見

ら
れ
る
と
い
う
情
報
か
あ
り
、
愛
好

家
た
ち
の
集
ま
り
で
も
し
ば
し
ば
話

題
に
な
っ
て
い
た
，
今
年
こ
そ
は
真

の
ウ
バ
ユ
リ
か
自
生
す
る
か
否
か
を

確
か
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

　
咲
き
栄
え
か
を
り
お
ご
れ
る
白
．
白

　
合
に
少
し
間
お
く
う
ば
ゆ
り
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
文
明
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㊥

り仕事について

　去年の8月から仕事を始めたばかりなので未

熟ではありますか、お店に来てくれるお客様か

良い印象を持ってくれるように心かけています。

りいま夢中になっていること

　ゴルフ、テニスその他もっともっとスホーツ

に挑戦してL手になりたいです、

り夢や目標

　日本も外国も行ったことのない所かたくさん

あるのて、いろんな所に旅行したいです．

‘閣
一▲

継

蚤
鵡㈱ナガ八シ時計店

土田由紀枝さん

（23歳・本町）

り白石市に望むこと

　白石市は自然に恵まれたとても良い街だと，忠

います。いつまでもこの美しい自然を大切にし

てほしいです。

り理想のタイプ

　いつでも前向きで頼りになる人

り最後に一言

　白石に住んで約1年半、毎日充実した日々を

送っています，ほかの町の友達にも、私の感じ

た白石の良さを教えてあけたいと思います．

●●●●●●●●●●●●●●

　
　
　
　
　
づ

大衆演劇を白石で！

斎藤一郎さん
　（白石市本鍛冶小路〉

選
生
涯
学
習

辮
凄
遡
灘

　7月26日にiあほんだらすけ」が好評のうち

に終了してホ・ソとしている「自石しばい小屋の

会」です、何か新しい大衆演劇を白石にという

ことで今回の企画か決定してから、慌ただしく

結成された会ですか、特に肴年会議所会員やO

B、それに東益岡青年会会貝にもフルに活動し

ていたたきました．

　また今回は初めてということもあり、資金面

で相当に許11二しく、さまざまな方々の協賛で何と

か乗り越えました，　「大衆演劇を白石て」の初

心を大切に、次回の公演に向けて頑張1）ます。

『1

川

股
兵
　
三
選

　
外
出
も
稀
と
な
り
た
る
こ
の
日
頃
旬
の
漬
物
絶
や
さ

　
ず
漬
け
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

　
母
と
し
て
老
い
て
満
ち
た
る
日
々
な
れ
ど
心
を
よ
ぎ

　
る
淋
し
さ
の
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
　
き
み

　
若
き
日
に
旅
の
し
る
し
と
採
取
せ
し
名
も
知
ら
ぬ
青

　
木
に
白
き
花
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

　
雲
切
れ
て
光
さ
し
た
る
山
の
辺
の
茶
畠
つ
づ
く
掛
川

　
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
敏
子

　
山
麓
の
村
く
れ
な
い
に
染
ま
る
ま
で
今
盛
り
な
る
桃

　
の
花
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

　
裏
畑
の
柿
の
若
葉
の
さ
わ
や
か
に
梅
雨
の
晴
間
に
光

　
り
て
そ
よ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
在
リ
し
日
の
友
を
慕
い
て
教
は
り
し
菜
園
づ
く
り
に

「

今
日
も
鍬
と
る
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

人
の
世
の
哀
し
さ
思
う
み
ど
り
児
を
誘
拐
す
る
人
捨

て
る
人
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

二
年
目
と
な
り
し
普
賢
の
火
砕
流
衰
え
ぬ
ま
ま
梅
雨

入
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

長
ら
え
て
二
代
の
皇
太
子
御
成
婚
拝
す
よ
ろ
こ
ひ
夫

と
語
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

「
評
」
　
一
首
目
、
農
に
た
す
さ
わ
る
作
者
の
よ
ろ
こ

び
の
生
活
詠
、
主
婦
と
し
て
旬
の
野
菜
の
漬
物
を
絶

や
さ
な
い
。
二
首
目
、
歳
を
重
ね
不
自
由
の
な
い
満

ち
足
り
た
生
活
で
も
心
を
よ
ぎ
る
淋
し
い
時
か
あ
る

生
き
る
証
し
と
し
て
。
三
首
目
、
旅
の
想
い
出
と
よ

ろ
こ
び
が
あ
ふ
れ
て
い
る
作
品
。

囲
圏
鈴
木

行
列
を
離
れ
う
ろ
つ
く
祭
獅
子

お
妃
の
ス
ー
ツ
に
合
へ
る
夏
帽
子

蝟
斜
の
足
生
え
て
尻
尾
の
ま
だ
取
れ
ず

貞
　
二
選

若
桑
げ
ん
じ

高
橋
　
正
雄

鈴
木
　
民
子

…
，
，
｝
肖
β
旨
謎
茎
旨
話
誕
き
き
謳
飛
購
－
霞
駈
」
』

天
守
閣
吹
き
抜
け
に
け
り
若
葉
風

水
光
る
植
田
を
低
く
初
燕

早
過
ぎ
し
つ
い
り
に
旅
の
約
を
解
く

山
鳩
の
く
く
も
り
鳴
け
り
桐
の
花

生
涯
を
土
に
生
き
け
り
母
の
日
も

万
緑
の
峡
の
深
さ
よ
露
天
風
呂

藤
房
の
垂
れ
た
る
先
の
露
光
り

「
評
」
　
一
句
目
、
祭
酒
を
い
た
だ
い

行
列
を
は
な
れ
て
う
ろ
つ
い
て
い
’

二
句
目
、

合
っ
て
い
て
お
め
で
た
い
．
三
句
目
、

し
ゃ
く
し
）
の
形
態
を
写
生
し
た
句
．

鈴
木
鉄
二
郎

三高日佐岩八
浦子下藤沢島

愛　　周伍三
嶺橘文子峯郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
せ
　
か
祭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
る
獅
子
で
あ
る
。

雅
子
様
の
夏
帽
子
は
ス
ー
ツ
に
も
よ
く
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝟
餅
（
お
た
ま

　
八
月
例
会
は
八
月
二
十
二
日
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
八
月
号
一
湯
女
か
行
く
崖
に
道
あ
り

山
桜
」
は
類
想
句
の
た
め
取
り
消
し
ま
す

鈴
木
誤
差
選

多
忙
で
も
暇
で
も
同
じ
時
が
過
ぎ

暁
　
　
夢
子

夕
焼
け
に
明
日
の
命
を
預
、
け
ま
す

ロ
ー
ン
み
な
払
っ
て
寿
命
ま
だ
残
る
　
草
野

茶
柱
を
飲
ま
な
い
う
ち
に
つ
ぎ
足
さ
れ
斎
藤

恵
ま
れ
て
人
の
痛
み
に
気
付
か
な
い

積
立
て
た
会
費
は
一
夜
の
歌
と
消
え

こ
そ
泥
に
留
守
番
電
話
の
新
兵
器

な
わ
の
れ
ん
関
所
の
よ
う
に
待
っ
て
い
る

晩
酌
と
タ
コ
茶
新
茶
の
長
寿
法

子
の
辞
書
に
親
孝
行
の
文
字
が
な
い

「
評
」
一
句
目
、
一
日
二
十
四
時
間
は

も
、
暇
な
時
も
、

句
目
、
あ
の
壮
大
な
夕
焼
空
を
仰
ぐ
と

き
る
と
勇
気
が
湧
き
ま
す
。
三
句
目
、

　
　
　
　
　
　
　
近
江
孫
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
、
忙
し
い
時

正
確
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
二

　
　
　
　
　
　
　
、
明
日
も
生

　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
と
言
う

間
に
二
十
年
の
ロ
ー
ン
が
終
り
ま
だ
ま
だ
元
気
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八

　
　
　
　
　
　
ヒ
　
セ
ヤ
セ
　

　
し
ロ
　
　
ヘ
　
こ
ざ

じ
ユ
ニ
き

カ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

広
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
　
　
聾

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
　
　
　
　
　
炬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遣

1　〕言も㌧い太英礼妙　武平　太
㌧　　う生二時郎夫イ・ヂ伯雄古清郎

蟷蹴 　一｝　『 一一　　　　 ｝ 湿一引【一
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み
な
さ
ん
／
●

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
児
童
扶
養
手
当
と

　
　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　
父
親
の
い
な
い
児
童
（
父
親
か
重
度

障
害
者
の
場
合
を
含
む
）
の
母
や
、
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
こ
の
手
当
を

支
給
し
て
生
活
安
定
と
自
立
促
進
を
通

し
て
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
、

◎
支
給
要
件
　
十
八
歳
未
満
、
心
身
に

　
障
害
を
持
つ
場
合
は
二
十
歳
未
満
．
、

　
（
公
的
年
金
を
受
け
た
り
、
高
額
所

得
者
は
対
象
外
）

・
父
母
か
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
場
合

・
父
が
一
年
以
上
に
わ
た
り
拘
禁
さ
れ

て
い
る
場
A
・

・
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
場
A
・

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

　
児
童
で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

　
い
場
ム
・

◎
手
当
月
額

　
児
童
一
人
　
三
八
、
八
六
〇
円

　
児
童
二
入
　
四
三
、
八
六
〇
円

　
児
童
三
人
　
四
五
、
八
六
〇
円

　
な
お
、
所
得
制
限
に
よ
り
一
部
停
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
．

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　
心
身
に
障
害
を
も
つ
児
童
の
父
（
母
）

や
、
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
．
．
障
害
児
の
生
活
の
向
上
に

寄
与
す
る
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
福
祉
を
増
進
す
る
社
会
福

祉
制
度
で
も
あ
り
ま
す
。

◎
支
給
要
件
　
二
十
歳
未
満
の
障
害
児

で
、
お
お
む
ね
療
育
手
帳
の
A
と
B
の

一
部
及
び
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
か

ら
三
級
と
四
級
の
］
部
に
相
当
す
る
障

害
旧
ル
。

　
た
だ
し
、
障
害
児
自
身
が
別
の
年
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
や
、
受
給
者
の
年

間
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
手
当
月
額

　
一
級
　
児
童
一
入
に
つ
き

　
　
　
四
七
、
一
六
〇
円

　
二
級
　
児
童
一
八
に
つ
き

　
　
　
三
一
、
四
四
〇
円

⑳
市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
岱
二
五

－
二
一
一
一
⑭
二
五
六
へ
。

團二
十
歳
か
ら
国
民
年
金

　
今
年
二
十
歳
に
な
る
皆
さ
ん
、
成
入

に
な
り
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
権
利
と

義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
も
大
切
な
義
務
の
一
つ

で
す
。

　
国
内
に
居
住
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
．

　
二
十
歳
は
国
民
年
金
の
出
発
点
で
す
，

ま
だ
加
入
手
続
き
の
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
市
役
所
の
国
民
年
金
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

、

二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

　基

礎
年
金
制
度
は
、
「
一
入
一
年
金
」

か
原
則
で
す
。
二
つ
以
上
の
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
年
金
を
受
け

る
人
の
選
択
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
一

方
の
年
金
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

た
と
え
ば
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
る
人
が
、
六
十
五
歳
に
な
っ
て
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
時
、
両
方
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
か

で
き
ま
せ
ん
。

　
重
複
し
て
年
金
を
受
け
た
場
合
は
、

片
方
の
年
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．
ご
u
．
圧
意
く
だ
さ
い
．
、

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

7
月
1
日
か
ら
B
月
3
1
日
ま
で

点
1
、
過
労
運
転
の
防
止

重の
2
　
青
少
年
の
無
謀
運
転
の
防
止

動運
3
　
暴
走
族
の
追
放

　
、
夏
は
暑
さ
に
よ
る
体
力
の
消
耗
が
激

し
い
こ
と
に
加
え
て
、
夏
休
み
を
利
用

し
た
家
族
旅
行
等
、
車
で
外
出
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
、
．

　そ

れ
に
伴
っ
て
、
不
慣
れ
な
道
路
で

の
過
労
運
転
や
、
夏
の
開
放
感
か
ら
の

若
者
の
無
謀
・
暴
走
運
転
が
頻
発
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
．
、

　ド

ラ
イ
、
フ
旅
行
は
、
無
理
な
旅
行
計

画
を
避
け
、
十
分
な
休
養
を
取
り
、
ゆ

と
り
あ
る
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
、

　ま

た
若
者
が
い
る
家
庭
で
は
、
無
謀

運
転
に
つ
な
が
る
行
動
を
防
止
す
る
よ

う
、
常
に
家
庭
で
の
話
し
合
い
に
努
め

ま
し
よ
・
つ
。

白
石
の
少
年
を
守
る

万
防
作
戦
実
施
中
〃

　
マ
ン
ボ
ー

　
パ
フ
ヨ
り
　
か
ら
　
　
の
　
ま
で
ロ

。
耀
・

　
　
　
○
○
。
。
。
・

　
　
　
　
　
の

万
引
き
は
、
し
な
い
、

　
　
　
さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い

《検診の受け方》必ず受けようノ

摘要検査項目
無　料胸部レントゲン検査

料笹
…喀痩細胞診

無　料

料鉦
…

検診料

450円

尿検査、身体計測、血圧測定、問

診、診察、血液検査（総コレステ

ロール、HDLコレステロール
中性脂肪、肝機能、腎機能検査）

心電図、眼底検査、貧血検査、

血糖検査

赤血球数、血色素量、血球容積、

その他

　　対　　　象　　　者

16歳以上の方

（職場、学校、医療機関などで

　受けた方は除く）

（1）40歳以上で喫煙指数600以

　上の方

（2〉　6ケ月以内に血痕のあった

　方

40歳以上

（職場、学校などで受けた方は

　除く）

①結核検診

②肺かん検診

基本健診

基本健診で医師から、精密検査

を必要と判断された方

18歳から39歳までの女性で希望

者のみ（当日受付けます。）

精密検査

③
基
本
健
康
診
査

④貧血検査

実施します。

　必ず受けましよフ。

基本健康診査を受けられる方は、午前中に検診を受ける方は朝食を、

午後に受ける方は昼食をとらないでおいでください。

⇔忘れずに
総合検診

《総合検診の日程と会場》

名　実　　　施　　　区
三住

不忘

川原子

八宮・大網・芹沢
鎌先・弥治郎
蔵土
上、戸沢

下戸沢・赤井畑・冷清水・大熊
塩倉・猿鼻・東・中北・新町
湯元・明戸・赤坂・小久保平
滝上

滝下・尾箆
西区上・西区下・南区
東区・北区
沖

上原・下原・山根・山ノ下

越河1・2・3・4・5・6区
越河7・8・9・10区
斎川1・2・3・4の1・8区
斎IIl4の2・5・6・7の1・7の2区
大平1・2・7・8・9区
大平3の1・3の2・4・5・6区
白川6・7区、大鷹沢12区
白川1・2区
白川3・4・5区
大鷹沢1・2・3・7・田中区
大鷹沢8・9・10・11区
大鷹沢4・5・6区
緑が丘・鷹巣
小下倉

本郷第1・郡山
上郡山・本郷第2
寿山

柳町（M－43班）・旭町
西益岡・中町・柳町（！～13班）

本郷第3・短ケ町・亘理町
本町・長町・清水小路・寿町

都合で受診できなかった方
南町・本郷第4・新町
中益岡・東益岡
都合・で受診できなかった方

時　　　　問

　9：30～10：30

12：00～13：00
13：30～14：00
　9：00～11：00

12：30－13：30
14　：30～15：00

　9：00～9：30
10：00～1！　：00

13　：00～14　：30

　8：30－9：30
10：30－11　：30

13：00－15：00
　9：00－11：00

13：00～15：00
　9：00－11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00－10：00

10＝30－11　：30

13：00～15：00
　9：0Q～11：0Q

13：00～15：00
　9：00－10；00

11：00～12：00
14：00～14：30
　9：QO～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：QQ～11：00

13：00～15：00
17：00～19：00
　9：QO～11：00

13：00－15：00
17：0Q～19：0（〕

実施場所三住研修センター
不忘研修センター
川原子集会所
八宮生活センター
弥治郎集会所
蔵土集会所上戸沢集会所
大熊公会堂
小原公民館
明戸集会所
滝下会館
深谷公民館
福岡公民館
越河公民館
斎川公民館
大平公民館
犬卒都婆公会堂

白川公民館
大鷹沢公民館
大鷹沢4区集会所
鷹巣コミュニティセンター

小下含集会所
中央公民館
中央公民館
健康センター

曜日月　　日

火8月24日

水8月25日

木8月26日

金8月27日

月

火

8月30日

8月31日

水

木

金

9月1日

9月2日

9月3日

月9月6日

火9月7日

水9月8日

木

金

月

9月9日

9月10日

★9月13日

健康センター火9月14日

健康センター木9月16日

○　★印の会場ては献血も行っていますのでこ協力くたさい，、
○　指定された日に都合の悪い与はどこの会場でも受けられます・
○　受診男、の届かない与で受診されるノ∫は、実施会場受付に直接巾し出てくたさ



行
方
不
明
の
人
を

　
　
　
捜
し
ま
し
ょ
う

5
身
元
不
明
死
者
を
家
族
の
も
と
へ
～

　
　
　
　
　
　
　
ー
フ

　
　
・
、
灘

ー
懸
　
ー

　
　
z
て
、
淵
馳
駅
　
　
　
　
幅

　
9
・

　
警
察
で
は
、
八
月
中
警
察
本
部
と
各

警
察
署
に
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相

談
所
」
を
開
い
て
、
行
方
不
明
者
の
安

否
を
心
配
し
て
い
る
家
族
の
方
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

○
家
出
な
ど
の
理
由
で
家
族
か
ら
警
察

　
に
捜
索
願
い
が
出
さ
れ
、
い
ま
だ
に

　
行
方
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
昨
年
県

　
内
で
約
三
百
六
十
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

○
自
殺
や
事
故
・
病
気
な
ど
で
死
亡
し

　
て
身
元
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
引
き
取

　
り
手
の
な
い
死
者
は
、
昭
和
五
十
三

　
年
以
降
県
内
で
約
六
十
八
人
に
の
ぼ

　
り
ま
す
。

　
家
出
を
し
た
人
や
、
消
息
が
分
か
ら

な
い
人
の
無
事
を
確
認
す
る
た
め
、
ま

た
身
元
不
明
者
を
家
族
の
も
と
へ
帰
す

た
め
、
身
元
不
明
者
の
安
否
を
心
配
し

て
い
る
家
族
の
方
は
、
最
寄
り
の
相
談

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

o
常
設
相
談
所

　
宮
城
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　
　
智
〇
二
二
－
一
二
一
－
七
一
七
一

　
宮
城
県
白
石
警
察
署

　
　
盈
二
五
－
二
一
三
八
（
内
線
）
三
四

上
手
に
使
お
う
み
ん
な
の
下
水
道

　
　
　
下
水
道
が
で
き
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
は
、

　
　
こ
れ
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と
り
か
公
共
の
財
産
と
し
て
大
切
に
し
、

　
　
十
分
い
た
わ
っ
て
ゆ
く
心
が
け
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
少
し
く
ら
い
な
ら
…
…
、
と
軽
い
気

持
ち
で
流
し
て
し
ま
う
も
の
の
中
に
は
、

下
水
管
渠
を
詰
ま
ら
せ
た
り
、
処
理
場

の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
く
ず
、
ご
飯
つ

ぶ
、
ラ
ー
ド
な
ど
思
い
あ
た
る
も
の
が

あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
ま
ま
流
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

デ
ィ
ス
ポ
ー
サ
ー
（
食
品
く
ず
破
さ
い

機
）
も
詰
ま
り
の
原
因
と
な
る
た
め
、

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石

油
、
薬
品
な
ど
は
爆
発
の
危
険
性
が
あ

る
の
で
流
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
工
場

か
ら
の
排
水
の
水
質
は
、
水
銀
、
油
分

な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
下
水
道
工
事
は
、
市
内
の
各
所
で
施

工
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
交
通

渋
滞
な
ど
の
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
少
し
で

も
避
け
る
た
め
、
安
全
管
理
を
最
重
点

に
つ
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
下
水
道
工

事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
下
水
道
工
事
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
土
木
部
下
水
道
課
魯

二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
二
七
三

　－

下
水
道
は
正
し
く

　
　
　
　
　
使
い
ま
し
ょ
う

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
台
所
に
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
を
安
定
供
給
す
る
の
に
は
、

地
元
生
産
者
が
消
費
者
の
需
要
に
応
じ

た
生
産
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ど
ち

ら
か
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
る
と
、
消

費
者
に
負
担
が
か
か
っ
た
り
、
生
産
者

が
生
産
費
に
な
ら
な
い
価
格
の
安
値
が

続
い
た
り
し
ま
す
。
昨
年
の
秋
野
菜
や

果
物
は
、
全
国
的
に
豊
作
で
価
格
が
低

迷
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
こ
で
秋
野
菜
の
作
付
時
期
を
向
か

え
て
今
年
の
作
付
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
よ
う
。

ω
消
費
者
の
二
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
作

物
を
計
画
的
に
生
産
し
て
は
ど
う
で
し

よ
う
か
。

図
一
度
に
大
量
生
産
す
る
よ
り
も
、
時

期
を
ず
ら
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
出

荷
で
き
る
よ
う
考
え
ま
し
ょ
う
。

偶
出
荷
に
あ
た
っ
て
は
、
付
加
価
値
が

高
く
な
る
よ
う
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
ょ

・
つ
。㈲

市
場
で
の
市
況
が
ど
う
な
の
か
確
め

て
か
ら
出
荷
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
市
況
価
格
は
、
当
日
分
三
時
頃
市
場

の
掲
示
場
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
、
な

お
電
話
の
場
合
、
㈱
白
石
青
果
二
五
－

八
四
二
四
、
地
方
卸
売
市
場
二
四
－
四

一
一
四
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

台所からゴミを

流さないように

　　しましよう

酔

　
　
セ

やわらかい紙を

　使いましよう

　　　　3
　　　，！叩㌧

　　6＆

　　λ

　　　冨、　々

　　　　　　D

油や薬品は

流さないでください

マンホールやますに

　ごみや士砂を捨て

　　ないようにしま

　　　　　しよう
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つ
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②
◎
噸

　道路はみんなのものです。銅目に物を置い

たり、ごみを捨てたりしますと、一人の不注

意でも多くの人たちが迷惑します。

　道路は広く美しく、安全に利用するように

しましょう。

　ぐ　　のメニュ　ロ

チーズを使った

　おやつ2種

●●

塑
さん

唖
石

◎
か
ぼ
ち
ゃ
チ
ー
ズ
フ
ラ
イ

〔
材
料
〕
4
人
分

か
ぼ
ち
ゃ
…
…
9
、
豚
ひ
き
肉
4
0
9
、

玉
葱
2
0
9
、
チ
ー
ズ
6
0
9
、
卵
％
個

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
ー
0
9
、
塩
・
こ
し
ょ

う
各
少
々
、
④
（
小
麦
粉
、
卵
、
パ

ン
粉
各
適
宜
）
、
油
、
レ
タ
ス
、
プ
チ

ト
マ
ト

〔
作
り
方
〕

0
か
ぼ
ち
ゃ
は
一
口
大
に
切
り
、
蒸

　
し
て
（
ま
た
は
煮
て
）
つ
ぶ
す
。

②
玉
葱
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
ひ
き

　
肉
と
油
で
妙
め
、
塩
こ
し
ょ
う
で

　
味
付
け
る
。

③
①
②
と
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
混
ぜ
合

　
わ
せ
、
角
に
切
っ
た
チ
ー
ズ
を
包

　
み
こ
む
よ
う
に
し
て
小
判
型
に
ま

　
と
め
る
。
④
を
順
に
つ
け
油
で
揚

　
げ
、
器
に
盛
り
レ
タ
ス
、
プ
チ
ト

　
マ
ト
を
添
え
る
。

◎
チ
ー
ズ
ロ
ー
ル
パ
ン

〔
材
料
）
4
人
分

薄
切
り
食
パ
ン
4
枚
、
チ
ー
ズ
6
0
9
、

揚
げ
油

〔
作
り
方
〕

●
パ
ン
は
耳
を
取
り
麺
棒
で
固
め
る
。

0
チ
ー
ズ
は
棒
状
に
切
り
パ
ン
で
く

　
る
み
、
端
を
つ
ま
楊
枝
で
止
め
、

　
油
で
揚
げ
る
。

がん予防12か

4か条お酒はほどほどに

　ほどほどに飲めば百薬の長とも

言われる酒ですか、ついつい度を

越してしまうのが酒の怖いところ。

強い酒は食道がんを誘発し、たば

ことの相乗効果でその発生率はグ

　ンと高くなります。

　　また大量の酒を長期間飲み続け

　ると、アルコール性肝炎を起こし

　て肝硬変から肝がんに進行する最

　短距離になります。

　　上手な飲み方は、バランスのと

　れたおかずと一緒に、楽しくいた

　だくことです。

L　　　　」

図囹圖囮
　　　　●

に

ノ

㌧
　
　
　
　
写

　
　
　
ま

ネガティブオプションと

　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
注
文

を
し
て
い
な
い
の
に
一
方
的
に
商
品
を

送
り
つ
け
、
そ
れ
に
対
し
て
購
入
し
な

い
旨
の
通
知
や
商
品
を
返
送
し
な
い
か

ぎ
り
、
勝
手
に
購
入
の
意
思
が
あ
る
と

み
な
し
て
、
代
金
の
請
求
を
す
る
と
い

う
商
法
で
す
。

　
勝
手
に
送
ら
れ
て
き
た
商
品
の
代
金

は
、
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
商
品
を
返
送
す
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。
が
、
捨
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
保
管
が
必
要
で
す
。
十
四
日
（
販

売
業
者
に
引
取
の
請
求
を
し
た
場
合
に

は
そ
の
日
か
ら
七
日
）
を
経
過
す
れ
ば

自
由
に
処
分
で
き
ま
す
。
消
費
者
が
承

諾
を
せ
ず
、
業
者
に
よ
る
商
品
の
引
取

も
行
わ
れ
な
か
っ
た
時
は
、
販
売
の
返

還
請
求
権
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
消
費
者
が
自
由
に
処
分
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
規
定
は

す
べ
て
の
商
品
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

受
け
取
っ
た
商
品
で
商
売
を
す
る
場
合

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

消
費
生
活
相
談
室
よ
り

　
生
活
環
境
課
消
費
生
活
相
談
室

で
は
、
訪
問
販
売
、
S
F
商
法
、

霊
感
商
法
、
資
格
商
法
等
の
ト
ラ

ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
方
々
に
、
よ

い
ア
ド
バ
イ
ス
や
解
決
方
法
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
生

活
環
境
課
消
費
生
活
相
談
室
智
二

五
－
二
一
一
一
㊥
六
五
三
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

調査月日：平成5年7月1日

安値
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5．20U
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　　500
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　　　68
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高　値

　　165

　　830

2，0GO

8，500

　　250

　　550

　　900

　　95U

　　　128

　　　7呂
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対前年同月比

十4
十11
－154

　十543

　十12
　十5U
　十18
　十20
　　11

一　66

平均価格

　　　123

　　　720

　1，666

　6，683

　　　200

　　　540

　　　873

　　　923

　　　122

　　　　74

　5，118

瞬1）｝
　規　　　　　格

巾畠25cm、長さ8m

綿化繊用無リン揖箱入り
r農縮ノ1、型1　5kgへ

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿
18¢店頭価額

18尼配達料込価格

12現金
1¢現金

10m護

品　　　目

アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
バーマネート料

クリーニング

カレーライス

灯　　　　油

レキュラーカーソリン

軽　　　油
7ロハンカフ、

安値
　　　98

　　163

　　　66

　　194

　　255

　　248

　　198

　　185

　　307

　　　76

　　183

高　値

　　155

　　228

　　　84

　　258

　　300

　　380

　　258

　　218

　　370

　　148

　　255

対前年同月比

　　一　　9

　　－　11

　　－　　6

　　十　　2

一　　2

－　18

十　15

－　18

－　22

平均価格

　　　142

　　　195

　　　77

　　　238

　　　276

　　　329

　　　209

　　　197

　　　339

一　17

　　　　　0

109

215

　規　　　　　格

並食1袋6～8枚切

簿力粉1kg
袋入1）1009

上白糖1kg
上級濃口1尼ポリ容器入1〕

ポリ容器入i）700g

カルトン入1）ソひ2259

紙容器入1〕1，000QC

カルトン入り2259
400枚（200組）紙箱入り

幅30cm、長さ20m

〔単位1円）

品　　目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　　糖

しょうゆ
サラダ油
マーガリン

牛　　　乳

バター
ティッシュペーパー

ラップ
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⇔高山植物観察会

　絶好の登山日和となった7月4日

（日）、中央蔵王にて高山植物観察会

が行われました。

　参加した28名は咲き誇る高山植物

に見とれ、講師の先生に熱心に草花

の名前を聞いてはうなすき、楽しい

一日を過ごしました。

麟・飛一溜、ら獺．獺
　、、猿自　魂～韓F観
繊誇・猟鰐顎、

麟郷・．購．，．醸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「　’　　r　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　、　　　　

辣

⇔親子映画鑑賞会

O日　時　9月3日（金）

　　　午後6時30分～8時
o会　場　白石市中央公民館大ホール

o上映作品　「はれときどきぶた」

「キャプテン翼」、「あさりちゃん」

※おもしろアニメ3本立てです。

どうぞお楽しみに。

o入場料無料

⇔歌かるた教室生募集

日本の古典文化「歌かるた」に挑

戦してみませんか。

○日　時　毎月原則として毎月第2．

　　　4土曜日午後1時30分～
○会　場　白石市中央公民館講座室

o対象小・中学生、一般
O参加費　小人5QO円、大入1，000円

※白石市中央公民館智25－2453・25

－5377へお申し込みください。

⇔第17回子ども会ソフトボール大会

市内の小学校10校から12チームが

集まり、熱戦が展開されます。

市民（父母）の皆さんのあたたか

いご声援をお待ちしています。

○日時8月22日（日）

　　　午前9時～
※雨天時は8月24日（火）に延期し

ます。

o会　場　白石川緑地公園ソフトボ

　　　ール場

’一　召 生活講座・特別講座受講生募集

◇生活講座一もう一人のあなたに挑戦してみませんか？一

回

1

2

3

4

日 寺目

9月5日
（日）

9月8日
（水）

9月16日

（木）

9月17日

（金）

9月27日

（月）

9月28日

（火）

10月1日
（金）

10：00～

12100

18：30～

20：30

18：30～

20：30

18：30～

20：30

18：30～

20：30

18：30～

20130

18：00～

20100

内 容

料理
「手作りお菓子」

実技　3B体操
道具を使って健康、痩身体操

ワープロ初級～中級コース

（Aコース）

ワープロ初級～中級コース

（Bコース）

冠婚葬祭マナー

　着付けとマナー

講　　師　　名

料理研究家

　　畠　つね先生

3B体操協会
師範　　沼田久美子先生

仙南地域グリーントピア

推進協議会

　（アグネス〉

仙南地域グリーントピア

推進協議会

　（アグネス）

日本和装文化学院

助教授　佐藤ユリ子先生

○申し込み開始　8月9日から

o申し込み方法　白石市働く婦人の

家（電話での申し込みも可盈25－

5005）

◎・特別講座r蔵王少年自然

　の家付近の秋を訪ねる」

o日時9月14日（火）

　　　8時20分集合～15時
○集合場所　白石市役所庁舎前

○講　師　渡辺　信有先生

O定　員　足の丈夫な方25名（定員

　　　にな1）次第締切1））

※「ふるさとの山を観る」講座に

　入っている方はご遠慮ください。

O参加費　1，200円

O申し込み開始　8月9日から

oその他　歩きやすい靴・服装、弁

　　　当持参、雨具の用意

○対象市内在住または、在勤の

　　　女子労働者

O定員30名
○受講料　無料（材料代個人負担）

★8月の休館日

　2・8・13・14。15・16・

22・29日

白石市新館町1－21

働く婦人の家岱25－5095

■ 盈25－3720
⇔短期講座　ゴルフ教室受講生募集

○日時8月30日（月〉から9月10

　　　日（金）まで毎週月・水・

　　　金曜日（6日間）

　　　午後7時～9時まで

o場所　白石ゴルフガーデン練習

　　　場（白石市郡山）

○講　師　プロゴルファー

○受講料　5，000円（ボール代等実費）

○対象者　おおむね30歳までの市内

に居住、又は勤務している方10

　（定員次第締切）

○申し込み　直接来館のうえ受講料

と共にお申し込みください。受付

は午後1時～9時まで。

★今月の書棚（子ども読書室）

〈全6巻〉国土社

懸齪騨・．
1
、
懸
こ

．霧へ嚥
鯉、鰭、難一験1懸

・人の体のしくみとはたらきを各巻

ごとに器官別にやさしく解説。

・親しみやすいシンプルなイラスト

で各器官の組織図が解説されてい

ます。

・なぜなに四コマまんが、絵文字、

クイズなど遊び感覚で理解を深め

ます。

● 白石市図書館智26－3004

一一新着図書案内（抄）一一一一
1．肩書きかなくなってから人生、面白くなる

　　　　　　　佐藤　　忠著
2．泊まってみたいウ、・ティな宿・ホテ’いペ

ンション・旅館・貸し別荘

　　　　ウ・ティライフ編集部編
3．東洋の造形・シルクロートから日本まで

　　　　　　　吉永　邦冶著
4．紀伊国屋文左衛門の生涯・バブル崩壊を乗

り切った男　　　　　　　　　山木　　育著

5．古代食の謎・日本人の食生活の源流！

　　　　　　　山根昭彦著
6．こ・こ・ろ生佳学習・いばりたい八いセ）ま

せん　　　　　　　　　　　　西村美東士著

7．眠りは百薬の長・なぜだろうワよく寝る人
は病気にならない　　　　　　高田　明和著

8．世界の湖　　　　　滋賀県琵琶湖研究所編
9，病い知らすの健康ことわざ事典

　　　　　　　志賀　　貢著
10．雑貨のすべて　　　　　　滝　　清子著
11．初めての成功したダイエソト・二度と太ら

ない／健康的で美しいやせ方監修・鈴木正成
12、わらべうた・日本の伝承童謡町田　嘉章

　　　　　　　　　＿編　　　　　　　浅野建＿
13．やきものの鑑賞基礎知識　　矢部　良明著

14．60歳からの趣味達人・毎日を2倍楽しむ

　　　　　企業OBペンクラブ著
15．J　Il一ク・ファンB　O　O　K・完全保存版勺3

　　　　　　　講　談　社
16．ハーブと暮らす本・八気ハーフ10種の育て

方と楽しみ方　　　　　　　日本ヴォーグ社

◎夏休み子ども会「紙でつくろう」

O日　時　8月10日（火）午前10時

　　　～12時
O場　所　白石市図書館閲覧室

○対象小学生40名
o内　容　とんがり一家の動物たち、

ひっくりかえる、など色々なもの

を紙で作1）ます。

※見本は図書館カウンターにあり

　ます。

o参加料無料
○持参するもの　ハサミ（名前をつ

けて）、手ふき、エンピツ、紙箱

　（縦横20センチ位、高さ3センチ

位のもの）

○申し込み　8月7日まで図書館へ

○協　力　白石絵本を楽しむ会

※「紙でつくろう」のあと紙芝居が

　あ1）ます。

17．干利休・天下一名入　　　　米原　正義著
18，心に残る短いスピーチ・三分間でじょうず

にまとめたい　　　　　　　野瀬　四郎著
19．バナナの親子　　　　　　　泉　　麻人著
20．ぼくは勉強かできない　　　山田　詠美著
21．愛するのか怖い　スコ／ト・ウエ’ツラー著

22．湖畔亭　　　　　　　　　　内海隆一郎著

23．入斬り新兵衛　　　　　　　西村　　望著
24．ちゃんめろの山里で　　山岸昭枝〔ほか〕著

25．娘のいいぶん・ガンコ親父にうまく育てら

れる法　　　　　　　　　　　細川　珠生著
26．新幹線殺人事件　　　　　　森村　誠一著
27．旅に出る理由（わけ）　　　藤本　義一著

28．絹の道　　　　　　　　　　平岩　弓枝著

29．女ざか1）　　　　　　　丸谷才一著
30．南総里見八大伝平岩弓枝・文佐多芳郎・画

　子どもの本31。ビンタのぞうをしらないか　佐々木マキ作
32．昼の虫・夜の虫　　　たかはしきよし・絵

　　　　　　奥本大三郎・文
33．ババ泣かないで・あっこちゃんの日記・

あっ子ちゃんをけっして忘れない

　　　　　　　植木亜紀子著
34．楽しい修学旅行ガイド・グループ見学のプ

ラン作りに役立つ・日光／鎌倉／窄IPl根

　　　　　監修・日本修学旅行協会
35．夢は、かならすかなう・最強の将棋名人

大山康晴　　　　　　　　　　山本亨介・作

　　　　　　　安井庸浩・絵

図書館利用案内

o開館時間

月～土曜日　9時～17時
日　　日崔　　日　　10日寺～16日寺

○休館日

8月2日（月〉、9日（月）、16日

（月）、23日（月）、30日（月）、31日

（火）月末整理日

　　　　　　9月～11月までの教室

8月24日（火）まで

　　　　　　　o＝　　　　　　　巳

木 金

籠＝11・25日

教

名

寺目

間

日 月

水泳教室
曝礎コー幻
（10：30～

　11：30）

越河・斎川

ノぐ1㍍却鮎沢

トレーニング教室

（14：30～

16：00）

火

水泳教室
仲級コー対
（10；30－

　11130）

水泳教室
1基礎コース）

（18：30～

　19130）

水

アクアビクス教室

1基礎コース）

（10：30～

　11130）

水泳教室
1基礎コー幻

（10：30～

　1！：30）

白川・福岡

深谷・小原

土

エアロビクス教室

〔基礎コース）

（14：00～

　15＝00）

エアロビクス教室

仲級コース）

（15130～

　16：30）

○送迎
・月曜日午前の水泳教室……

　越河・斎川・大平・大鷹沢公民

　館の4か所
・金曜日午前の水泳教室……

　白川・福岡・深谷・小原公民館

　の4か所
・その他の教室・一…白石駅・白石市

　役所の2か所
○申し込み方法　直接電話にてスパ

　ッシュランドしろいしへ。

第2回スバッシュランドしろいし

水泳大会　　9月4日（土）17：00～

お申し込みはスハγシュランドまた

は市地域振興課且25－2111⑳301



★輝いています。今のあなた
　　　　　　　　　　　　㊨

～白石市外二町組合～

公立刈田綜合病院職員を募集します

o職種及び採用予定人員

　〔医療職〕臨床検査技師

　　　　理学療法士
○受験資格

　〈臨床検査技師〉

若干名

若干名

　昭和44年4月2日から昭和48年

　4月1日までに生まれた者で、臨

床検査技師の資格取得者、または

資格取得見込の者

　〈理学療法士〉

　昭和40年4月2日から昭和48年

　4月1日までに生まれた者で、理

学療法士の資格取得者、または資

格取得見込の者

o試験場所　公立刈田綜合病院

　　　　会議室（新館1階）
o試験日時・種目

　（第一次試験〕

　・日時　10月3日（日）午前10時～

　　　午後1時（予定）
　・種目　作文試験

　〔第二次試験）

　・日時11月中旬

　・種目　八物試験、身体検査、身

　　　上調査

警察官・婦人警察官
　　　　　募集中／

○採用時期　平成6年4月1日

○受験手続

　受験申し込みは公立刈田綜合病院

に用意された用紙を使用し、所要事

項を記入のうえ提出してください。

O申し込み受付期間・時間

　8月20日（金）～9月17日（金）

　1郵送は9月17日まで必着）

平日8時30分～17時
土曜日　8時30分～12時

　※第2・第4土曜日を除く。

oその他

受験申込用紙の請求を郵便で行う

場合は、宛て先明記の返信用封筒（大

学ノートの入る大きさに、120円切手

貼付）を同封してください。受験手

続き、その他受験に関する問い合わ

せは、公立刈田綜合病院庶務課人事

係費25－2145（内線）320へ。

「ぐるんぱクラブ』

　　　　　会員募集

宮城県警察では、平成6年4月採

用の警察官・婦人警察官を募集して

います。

o職種および採用予定人員

警察官（B）　20名程度

婦人警察官　　10名程度

○受験資格

　〈警察官（B）〉

　学校教育法による大学卒業（見

込み）以外の者

　〈婦人警察官〉

　学歴は問いません。

O第一次試験日　9月19日（日〉

O申し込み期間　8月2日～9月3日

詳しくは白石警察署警務課盈25－

2138へ。

　ぐるんぱクラブは親子で集まって

いっしょに楽しく遊ぶ子育てサーク

ルです。毎日楽しく子育てしていま

すか。親子でお友だちをつくってみ

ませんか。

日時　9月8日（水）から毎月第2・

　　第4水曜日午前10時～12時

場所　城北コミュニティーセンター

　　（奥州街道ふれあいの館）

対象　2歳～4歳の親子

申し込み・問い合わせ先

　桜田24－5203
　鈴木　25－4918

越河公民館の

常直者を募集しています

越河公民館の常直者を募集してい

ます。資格、条件などについては特

にあ1）ません。

詳しくは市教育委貝会管理課盈25

－2111（内線）404・405へ。

4

宮城県ホームヘルパー養成

研修3級課程受講者募集

o対象者

（1）ホームヘルプサービス事業に従

　事することを希望する方

（2）老人等の介護知識・技術習得を

　希望する方

（3）パートヘルパーで主に家事援助

　に従事する方

o研修内容・期間

・講義（16時間）

平成5年10月18日（月）～19日（火）

大河原合同庁舎

・実技（8時間）

平成5年11月～平成6年1月の間

の2日間

現任のホームヘルパーに同行し、

在宅の老人世帯を訪問する。

・実習（8時間）

平成6年1月～2月の間の1日

ディサービスセンター及び特別養

護老人ホームの見学実習をする。

O受講経費　テキスト代（2，500円と

送料）とその他交通費等受講に必

要な経費

O受講申込期限　8月31日（火）

○申し込み・問い合わせ先

市福祉事務所長寿福祉係

B25－2111（内線）155へ。

フランス刺しゅう

　　　　講座生募集

O日　時　9月9日（木）～2月24日

（木）毎月第2・第4木曜日
言十12回　　10日寺～12日寺

o会場　仙南地域職業訓練センター

O定　員　20名〔定員次第締切り）

o内　容　かわいい小袋から大きな

　　　作品にチャレンジ
○受講料　9，000円

O締切日　8月31日（火）

o申し込み方法・問い合わせ先

電話でセンターにお申し込みくだ

さい。詳しくは仙南地域職業訓練セ

ンター盈0224－57－1501へ。

キャピタル助成事業募集

平成5年度下期（IO月～3月まで

実施）のキャピタルオペレーション

基金助成事業を募集しています。

○募集期間　8月1日～8月31日

○助成対象事業　歴史文化の研究、

青少年交流、スポーツ交流などの

　対外交流を主としたイベント事業

o申請者の資格　原則的に市内団体

O助成金額　事業費用の1／2限度

※詳しくは、文化体育振興財団事務

局〔地域振興課内盈25－2111（内線）

301〕へどうぞ、

白石市観光写真コンクール作品募集について

目的　白石市内の史跡、名勝、自然

　景観、祭1）、民芸品、観光施設

　等をテーマとした写真を、広く

　一般から募集する。

規格　第！部カラーの部　四ツ切り

　　第2部白黒の部　　四ツ切り

　　（継ぎ写真やスライドは不可）

応募資格　特に制限はあ1）ません。

応募期間　平成5年8月2日～10月

　　　29日（当日消印有効）

宛先　〒989－02白石市大手町！－1

　　白石市観光協会事務局（白石

　市商工観光課内）

　費0224－25－21！1

　（内線）241～243

応募上の注意

　○応募点数は各部2点まで。

　O応募作品は平成4年10月1日以

　降撮影したものに限る。

　o応募作品は未発表のものに限る。

　O入賞作品の版権は主催者側に属

　します。入賞された方にはネガ

　を提出していただきます。

　○応募作品は返却いたしません。

消費者大学受講生を募集します

消費生活について学び賢い消費者

になるため、消費者大学を受講して

みませんか。

O日　時　8月～11月での4回

　　　毎月第4金曜日

　　　午前10時～12時まで

○場所市役所会議室
○講　師　宮城文化服装学院長

　　　　　　　　飯岡絹子氏
　　　石巻専修大学助教授

初級手話講習会

　　　　　　　手塚宣夫氏
　　　弁護士　　　高橋春男氏

　　　県保健環境部地域保健課

　　　　　　　赤井和子氏
※都合により変更する場合があ1）

　ます。

○申し込み・問い合わせ先

白石市民生部生活環境課盈25－

2111（内線）653へ。

「私のアイデア貯金箱」コンクール

作品募集

聴覚障害者との交流を通して聴覚

障害者に対する正しい理解を深め、

手話通訳者の育成を目的として白石

市及び隣接在住者を対象に白石市中

央公民館で開催します、

受講料は無料。

期間　8月23日～9月4日の午後

　　6時30分～8時30分まで

　お申し込みは、白石市祉会福祉協

議会低25－2111（内線）159へ、

アイデアを自由に生かした、夢いっ

ぱいの楽しい作品を募集いたします。

o応募資格　小学生

O応募期間　7月1日～9月3日
※詳しくは、小学校または最寄りの

郵便局にお問い合わせください。

北海道南西沖地震義援金を

受け付けしています

（7月14日～8月13日まで受付）

市福祉事務所総務係にお問い合わせ

ください。費25－2m内線152・153
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　　　［募集要項］
対　　象／仙南圏2市7町在住の小学

　　　生（3年生以上）
募集人員／100名

募集締切／平成5年9月30日
応募方法／住所・氏名（保護者の氏名併

　　　記）・電話番号・年齢・学校

　　　名・学年を明記の上ハガキ
　　　で郵送。
　《お父さんリーダーズ募集》

AZ9では、お父さんリーダーズ養成
の事前研修参加者を募集します。

●対象／仙南圏2市7町在住の小学生
をお持ちのお父さん。10月11日のAZ9
ジュニア・アクションに参加できる方。

●募集人員／40名●募集締切／平成5
年8月31日●応募方法／住所、氏名、
電話番号、年齢、勤務先名を明記の上
ハガキで郵送。

ロ応募先およびお間い合わせ先ロ

仙南地域広域行政事務組合企画調整課
ジュニア・アクション募集係・お父さんリーダーズ募集係

〒989－12柴田郡大河原町字新青川1－1

盈0224・52・2628



休日当番医

欝
嫡
羅
畑
轟
眺
警
無
鋼
畑
鞭
襯
騨
醐
驚
論
伯

8
　
8
　
8
　
8
　
8
　
9
　
※
※
市
　
　
市

■人口42，346（前月比）一22　■世帯数

　W20・744辱2L602書1巳29日
※住民基本台帳から

6月30日現在

弟7回みやぎ蔵王高原マラソン大会楠
参加申し込みはお早めに／

○期　日　平成5年9月15日（祝）

　　　　　　　　（雨天決行）

o場所国立南蔵王青少年野営場

○種目
　・3km一小学男女、親子ペア（親

　と小学生）、中学女

　・5km一中学男、高校男、一般男

　女（女子は高校以上）29歳以下・

　30歳代・40歳代・50歳代・60歳代・

　70歳以上（女子は60歳以上）

　・10km一一一般男女（高校以上）

　29歳以下・30歳代・40歳代・50

　歳以上
　・20km一一般男（高校以上）

　　　　　39歳以下・40歳以上

　　　　一般女（高校以上）

　　　　　年齢制限なし
　・ヘルスパイオニアコース（歩く

　コース）一60歳以上

o参加料

小中学生6∩0円、高校生800円、

一般1，400円、親子ペア1，500円、

ヘルスパイオニアコース800円

0申込締切日　8月20日（期日厳守）

○申し込み先　みやぎ蔵王高原マラ

　ソン大会実行委員会事務局（自石

市教育委員会内）智25－2111（内

線）412へ。

※大会当日は、会場付近が交通規制

されますのでご協力ください。

福祉ふれ愛フエアINしろし、し

一自分でできる身近な福祉を考えよう一

　私たちには何ができるのでしょう

か。高齢化社会に対する問題意識が

国民各層に高まっています。

　「イ可かをしなければ」、「イ可かをし

たい」こう思っている方へ、自分で

できる身近な福祉を一緒に考えてみ

ませんか？

0日　時　8月26日（木）～27日（金〉

○会場白石市中央公民館

o内容
①講演　r地域と福祉・何が頼りか、

　　　　　　束頁れる力刈ほか

武家屋敷七夕まつり

②福祉ふれあい教室の開催

　・福祉の職場、福祉の仕事説明会

　・介護実技講習会

③福祉の相談コーナー

　・各種福祉の相談実施．

　・福祉機器の展示も行います。

o参加対象　福祉に関心を持つ方な

　らどなたでも参加してください。

○参加料無料

o問い合わせ先

　白石市社会福祉協議会（市役所内）

a25－2111（内線）159へ。

みんなで作ろう／七夕飾り

Q日　時　8月4日（水）9：00～12：00

0会　場　片倉家中武家屋敷

　　　　　　　「旧小関家」

o主催白石市教育委員会
○講師
白石市絵本を楽しむ会会長、白石

市図書館協議会委員

　　　鈴木　智恵子さん

o参加料　無　料

o持参するもの

ハサミ、カソター、ものさし

○問い合わせ先

教育委員会生涯学習課文化財係

盈25－2111（内線）412へ。

※当日、9二〇〇～12100までは入館無

料になります。

刈田病院の土曜休診日は8月14日、28日です。
　　　　　　　　　　　　　　（ただし、急患は受付します）

　　　　　隔

宮城ヘルシ」93る、るさと

スポーツ祭大河原管内大会

○日時8月29日（日〉

○種目・場所

　・ソフトボール　白石川緑地公園

　・ゲートボール　白石川緑地公園

　・家庭バレーボール　東中学校

　・ラージボール卓球

　　　　勤労者体育センター

　・綱引き　　　　　　白石中学校

仙南2市7町の代表チームが参加

します。ぜひご声援ください。

公園のゴミ、犬の糞ゴルフに

困っています

みんなで気持ちよく公園を利用す

るために、お互いにマナーを守『）ま

しょう。

・空き缶、食べかすのポイ捨てはや

めましょう。ごみは持ち帰ってく

ださい。

・芝生に寝ころんだら糞がべっとり！

戦没者等の妻及び父母

等のみなさまへ
一特別給付金が継続支給一

・特別給付金の最終償還を終えた戦

没者等の妻及び父母等に改めて特

別給付金が支給されます。

・第10回特別給付金「い号」国債を

受けられた戦没者等の妻に、額面

！80万円の特別給付金が支給され

ます。

・第14回特別給付金「い号」国債を

受けられた戦没者の父母等に、額

面90万円の特別給付金が支給され

　ます。

o問い合わせ先

宮城県国保援護課遺族援護係へ。

智022－211－2566

犬の糞は飼い主が責任をもって始

末してください。

・ナイスショット！でも公園でのゴ

ルフはやめてください。芝が泣い

ています。公園はゴルフ場ではあ

1）ません。

　　　　　土木部都市計画課

10月旧から完全週休

二日制を実施します
　仙南地域広域行政事務組合

　仙南地域広域行政事務組合は、10

月1日から完全週休二日制を実施し、

毎週の土曜日が休みになります。

　ただし、消防及び火葬施設は従来

どお1）業務を行います。完全週休二

日制の導入に当っては、業務能率の

向上と緊急時の業務体制の一層の整

備・充実を図ってまいりますので、

圏域住民のみなさまのご理解とご協

力をお願いいたします。

○問い合わせ先

　仙南地域広域行政事務組合総務課

費0224－52－2628

事業主のための退職金制度

「小規模企業共済』

事業主のための退職金制度である

中小企業事業団の「小規模企業共済

制度」は、月々の掛金を納めていた

だくことにより、事業をやめた時や、

役員を退職した時などに共済金が支

払われるもので、次のような特色が

あ『）ます。

・共済金の額は、法律によって定め

　られておi）、安全・確実です。

・掛金は、税法上全額が課税対象所

得から控除されます。

・税法上、一時払共済金は退職所得

扱い、分割共済金は公的年金等の

雑所得扱いとなります。

・加入者は、掛金の範囲内で事業資

金の貸付が受けられます。

○問い合わせ先

　白石商工会議所費26－2191へ。

『

　　窓口の八ンコが

一部で不要になり

ます。

　■　　　　　　■　5¶

　　　　　　■
冨砦・＝器、昌i…

お役所手続きを排除

窓口で、市民の皆さんから提

出される各種申請書等について

は、押印をお願いしているとこ

ろですが、住所・氏名の記入の

みで済むよう、9月1日から一

部簡素化いたしますので、お気

軽に公共施設をご利用ください。

　印鑑が不要となる主な申請書

○身分証明交付申請書

　（ただし、代理のときは委任

　状が必要です。）

○白石市駐車場定期利用申請書

○市民体育館・市民会館使用許

　可申請書

○古典芸能伝承の館施設使用許

　可申請書

○勤労青少年ホーム使用許可申

　請書

o働く婦入の家使用許可申請書

○勤労者体育センター使用許可

　申請書

o有料公園施設使用申請書

○学校施設使用許可申請書

○学校開放施設使用許可申請書

○青少年の家使用申請書

○大鷹沢体育館使用許可申請書

o公民館施設使用許可申請書
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●「青少年ふれあい能楽まつり」1

　　　　　　　　　　　弐　　はかま能「熊　坂」公演　　　　　1
　　　　　　　　　　　§　　8月5日（木）11時～　入場無料　　1
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●碧水園茶会　　　　　1

　　　　　　　　　　　暑　　8月7日（土）10時～15時　　　1
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大浦真実・恵実ちゃん／小原）

　利男さん、孝子さんの長女、次女

ママからひとこと

“優しい思いや1）のある女の子に！”

パパからひとこと

“いつも明るく元気に！”

1．

～ぞ　ぜ　一　　　　　　　　　　　　▼’三”

象塾白　復一・・

『一膠、

■■一白石城御大柱披露曳き一
現在復元中の白石城は、7月で石垣積みも終わ1）、11月の三階

櫓本体の上棟式に向けて工事が進んでいます。

その三階櫓に使う大柱（25cm角、長さ約4m）、梁材（80cm角、

長さ約8m）を市民のみなさんにごらんいただくため、夏まつリパ

レードにあわせて披露曳きをいたします。ぜひごらんください。

o日　時　8月6日箇　午後6時40分～7時

oコース　白石駅前→高甚角→第一小
　　　　　　　　　（パレードと同じコース〉
O問い合わせ先　市地域振興課智25－2111（内線）301

一白石城三階櫓復元推進市民の会から■■
いままでに市民のみなさんからご寄付をいただいておりました

平瓦、軒瓦の記名会を下記によi）行います。また現地での当日受

付もあ1）ます。なお丸太切1）大会も併せて行いますので、ふるっ

てご参加ください。

o日　時　8月8日（日）午後1時～4時まで

o場　所　白石城復元現場

o問い合わせ先

白石市文化協会（中央公民館内）費26－2453・24－5377

8＝プ
市　　長

人権擁護

行　　政

生　　活

社会保険

消費生活

補聴器巡回

サービス

無料法律

障害者

青少年

17

17

17

17

5・25

15

毎週月・水・金

リオン
11・25
ニホン

27

17

9

毎週

月・火・木・金

＝

10：00～12100一市民室　㊧1

10二〇〇～15：00

10：00～15：00

io：00～15：00

lO：00～12：00

9＝30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～11：30

10：00一一15：00

第2会議室　⑳2

第2会議室　⑲2

第2会議室　⑳2

福祉事務所内相談室

　　　④1
第3会議室　⑳3
健康センター1階
生活環境課

福祉事務所　⑳1

第4会議室　⑳4

電話相談、手話での相談もできます。露25－2m内線351

10：00～15：00　　　　第3会議室　⑳3

9：00～17：00 青少年相談センター

　　　④4


